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上
半
期
の
各
部
門
を
合
わ
せ
た
事

業
総
利
益
は
３
億
９
１
２
６
万
円
（
計

画
比
１
１
４
・
４
％
）
と
な
り
、
事
業

利
益
に
お
い
て
は
計
画
差
５
３
０
８
万

増
、
経
常
利
益
に
お
い
て
も
計
画
差

６
７
５
７
万
増
の
実
績
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
半
期
も
２
カ
月
を
過
ぎ
ま
す
が
、

各
事
業
計
画
達
成
に
向
け
事
業
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
以
下
に
各
部
門
の
上
半
期
実
績
に

つ
い
て
概
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
．
生
乳
受
託
事
業

　
生
産
状
況
等
に
つ
い
て

　
生
乳
生
産
量
は
第
１
四
半
期
に
お
い

て
計
画
比
１
０
３
・
４
％
と
計
画
を
上
回

る
順
調
な
生
産
と
な
り
、
７
月
に
入
っ
て

か
ら
の
暑
さ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
夜
間
は
過
ご
し
易
い
日
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
小
幅
な
影
響
に
留
ま
り
、

上
半
期
の
生
産
量
は
12
万
６
８
７
６
ｔ

（
前
年
比
１
０
７
・
３
％
、
計
画
比

１
０
３
・
７
％
）
と
計
画
数
量
を
上
回
る

生
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
半
期
の
生
乳
販
売
高
は
、

第
１
四
半
期
は
昨
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
休
校
の
反
動
に
よ
り
関
東
生
乳

販
連
の
特
定
乳
製
品
向
け
が
減
少
し
ま

し
た
が
、
７
月
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
で
逆
に
増
加
す
る
等
の
反
転
は
あ

り
ま
し
た
が
、
上
半
期
の
受
託
乳
量
が

計
画
比
１
０
３
・
７
％
と
計
画
を
上
回
っ

た
事
に
よ
り
１
４
６
億
８
７
５
３
万

円
（
前
年
比
１
０
７
・
２
％
、
計
画
比

１
０
３
・
１
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
自
主
申
告
に
よ
る
上
半
期
の
生

乳
委
託
予
定
数
量
は
12
万
４
９
６
４
ｔ

（
３
６
３
戸
）
で
あ
り
、
出
荷
実
績
と
の

対
比
は
１
０
１
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
乳
質
に
つ
い
て

　
乳
脂
肪
率
は
、
猛
暑
の
影
響
に
よ
る

受
送
乳
業
務
に
支
障
を
来
す
路
線
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
集
乳
路
線
組
み
替

え
対
応
に
加
え
、
夜
間
は
過
ご
し
易
い

日
が
多
か
っ
た
事
か
ら
、
悪
影
響
を
最

小
限
に
留
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
無

脂
乳
固
形
分
率
は
、
夏
場
の
影
響
等
も

少
な
く
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
体
細

胞
数
は
上
半
期
を
通
し
前
年
を
下
回
る

好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
半
期
の
不
合
格
件
数
は
、

今
年
度
よ
り
不
合
格
に
係
る
金
額
を
変

更
し
た
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

項
目
に
よ
り
前
年
を
上
回
っ
た
月
も
あ

り
ま
し
た
が
、
合
計
で
３
８
２
件
と
な

り
前
年
を
１
０
７
件
下
回
る
件
数
と
な

り
ま
し
た
。

　
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

完
全
定
着
化
に
つ
い
て
は
、
重
点
項
目

の
未
記
帳
者
を
０
件
と
目
標
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
尚
、
不
良
乳
の
発
生
は
７
件
（
異
物

混
入

：

抗
菌
性
物
質
１
件
、
細
菌
数
１

件
、
異
常
風
味
２
件
、
血
乳
３
件
）
と

な
り
前
年
（
６
件
）
を
１
件
上
回
り
ま

し
た
。

　
奨
励
金
に
つ
い
て

　

需

要

期

出

荷

奨

励

金

は
１

憶

３
６
６
４
万
円
（
前
年
比
１
１
０
・
２
％
、

計
画
比
１
０
４
・
４
％
）
で
、
需
要

期
優
良
生
乳
出
荷
奨
励
金
は
該
当
率

36
・
０
％
、
５
９
５
４
万
円
（
前
年
比

１
１
７
・
４
％
、
計
画
比
１
１
４
・
０
％
）

と
な
り
合
計
１
憶
９
６
１
８
万
円
の
実

績
で
し
た
。

二
．
購
買
事
業

　
上
半
期
の
飼
料
供
給
量
は
、
濃
厚

飼
料
は
混
合
飼
料
で
他
飼
料
へ
の
メ

ニ
ュ
ー
変
更
に
よ
る
供
給
量
減
が
あ
り

３
万
８
９
１
８
ｔ（
計
画
比
99
・
６
％
）、

粗
飼
料
は
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
等
の
供
給
量
増

と
混
合
飼
料
か
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
変
更

が
あ
り
１
万
５
６
１
７
ｔ
、（
計
画
比

１
０
４
・
１
％
）
と
計
画
を
上
回
り
ま

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
利
用
別
奨

励
金
を
配
合
飼
料
１
億
１
５
６
６
万

円
、
粗
飼
料
１
３
５
７
万
円
、
Ｔ

Ｍ

Ｒ

等

１

０

０

８

万

円

で

総

額

１

億

３

９

３

１

万

円
、

計

画

比

１
０
２
・
５
％
を
支
払
う
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
配
合
飼
料
供
給
量
別
利
用
奨
励
金
に

つ
い
て
は
、
大
口
利
用
者
の
供
給
量
が

増
え
た
こ
と
で
、
前
年
実
績
及
び
計
画

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
実
績
に
お
い
て
は
、
計
画
外
で
の

配
当
金
、
特
別
奨
励
金
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
事
業
総
利
益
１
億
２
１
７
１
万
円

（
計
画
比
１
３
４
・
９
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
酪
農
指
導
及
び
流
通
事
業

　
酪
農
指
導
事
業
に
お
い
て
は
酪
農
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
巡
回
指
導
を

通
し
飼
養
管
理
改
善
を
行
っ
た
ほ
か
、

各
種
補
助
事
業
を
推
進
す
る
と
共
に
、

組
合
・
制
度
資
金
借
入
等
の
相
談
や
組

織
活
動
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

　
経
営
及
び
飼
養
管
理
改
善
の
指
導
支

援
に
つ
い
て
は
、
酪
農
経
営
安
定
に
向
け

て
、
飼
養
管
理
改
善
や
飼
料
給
与
相
談

を
３
２
９
件
行
い
ま
し
た
。
検
定
成
績

を
活
用
す
る
と
共
に
、
現
場
で
牛
の
状
態

や
乳
成
分
結
果
を
踏
ま
え
、
飼
料
給
与

や
環
境
改
善
策
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
乳
質
向
上
に
向
け
て
は
、
２
４
３
件

の
指
導
や
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
バ
ル
ク
乳
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

結
果
か
ら
個
体
乳
の
検
査
、
分
房
別
の

検
査
を
行
い
体
細
胞
数
の
低
減
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
搾
乳
立
会
を
適

宜
行
い
、
搾
乳
手
順
の
確
認
や
搾
乳
衛

生
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
通
し
て
、

乳
質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

暑
熱
期
に
向
け
、
暑
熱
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

及
び
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
メ
ー
タ
ー
を
全
戸

配
布
し
、
夏
場
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
注

意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。
体
細
胞
数
の

不
合
格
件
数
は
、
各
月
で
前
年
を
下
回

り
、
上
半
期
合
計
で
２
８
６
件
（
前
年

比
▲
99
件
）
と
な
り
ま
し
た
。
平
均
体

細
胞
数
に
つ
い
て
も
、
19
・
３
万
個
／
㎖

と
20
万
個
／
㎖
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
補
助
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
経
営
安
定
向
上
を
目
的
と
し
て
各
種

事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。
畜
産
・
酪
農

収
益
力
強
化
整
備
特
別
対
策
事
業
（
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
）
を
は
じ
め
、
中
小
酪

農
経
営
等
生
産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策

令
和
３
年
度
上
半
期
事
業
実
績
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事
業
、
畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策

事
業
、
和
牛
遺
伝
資
源
流
失
防
止
対
策

緊
急
支
援
事
業
、
環
境
負
荷
軽
減
型
酪

農
経
営
支
援
事
業
、
酪
農
経
営
体
生
産

性
向
上
緊
急
対
策
事
業
（
畜
産
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

事
業
）、
酪
農
経
営
災
害
緊
急
支
援
対

策
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
規
模
拡
大
や
施
設
整
備
を
行

う
組
合
員
に
対
し
て
、
関
係
機
関
や
金

融
機
関
と
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定
と
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
酪

農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、

各
支
所
と
連
携
し
、
効
率
的
な
作
業
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、良
質
自
給
飼
料
増
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
播
種
、

耕
作
地
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
文
書
を

２
回
発
信
し
、
良
質
な
自
給
飼
料
生
産

に
対
す
る
啓
蒙
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
北
を
中
心
に
放
射
性
物
質
の
影
響

に
よ
る
牧
草
の
給
与
前
検
査
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
採
取
の
巡
回
等

を
通
し
、
安
全
で
安
心
な
生
乳
生
産
に

努
め
ま
し
た
。

　
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
製
造
は
、
高
根

沢
町
と
下
野
市
の
２
拠
点
に
お
い
て
、

42
名
の
稲
作
農
家
か
ら
約
１
４
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
籾
米
を
買
受
け
し
、
籾
米
サ

イ
レ
ー
ジ
の
製
造
へ
向
け
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

　
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
後
継

者
向
け
の
経
営
能
力
向
上
の
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
栃
木
県
酪
農
経
営

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、

開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

ヘ
ル
パ
ー
の
稼
動
実
績
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
伴
う
定
休
利
用
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
傷
病
利
用
の
増
に
よ
り
計
画
を

上
回
り
ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
効

率
的
な
運
営
の
た
め
、
シ
フ
ト
調
整
や

連
絡
手
段
の
事
務
効
率
化
に
向
け
た
ク

ラ
ウ
ド
の
活
用
に
つ
い
て
、
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、ヘ
ル
パ
ー
の
定
着
化
、

ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
維
持
を
念
頭
に
、
就

業
規
則
改
正
の
検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
生
乳
生
産
現
場
の
環
境
整
備
と
美
化

の
推
進
に
つ
い
て
、
牛
舎
環
境
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。全
体
の
99
・
１
％

の
組
合
員
の
方
が
70
点
以
上
の
点
数
を

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
伝
染
病
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
消
毒
槽
の
設
置

等
、
防
疫
措
置
に
関
し
今
後
も
引
き
続

き
啓
蒙
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
組
織
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
各
組

織
が
展
開
す
る
事
業
運
営
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を
図
り
つ

つ
自
主
的
な
組
織
活
動
の
充
実
に
向
け

活
動
協
力
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
青

年
部
活
動
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
乳
牛
導
入
事
業
は
、
組
合
員
間
の
初

妊
牛
の
導
入
や
、
離
農
に
よ
る
経
産

牛
の
販
売
が
多
く
あ
り
、
計
画
を
上

回
り
ま
し
た
。（
１
０
３
頭
　
計
画
比

１
７
１
・
７
％
）

　
肉
用
化
事
業
は
、
更
新
出
荷
の
減
に

よ
り
、計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
２
６
１

頭
　
計
画
比
　
92
・
９
％
）

　
預
託
事
業
は
、
県
外
預
託
は
頭
数
減

で
あ
っ
た
が
、
県
内
預
託
で
計
画
以
上
の

入
牧
が
あ
り
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
６
６
９
９
頭
　
計
画
比
１
０
３
・
３
％
）

四
．
改
良
事
業

　
凍
結
精
液
に
つ
い
て
、
乳
用
牛
は
、

畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事
業（
ク

ラ
ス
タ
ー
）
及
び
後
継
牛
安
定
確
保
対

策
事
業
を
活
用
し
性
判
別
精
液
の
利
用

を
促
進
し
ま
し
た
。
販
売
実
績
は
、
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
分
精
液
供
給
の
ズ
レ
に

令和3年度上半期　予算実績比較表
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よ
り
、
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
は
、
Ａ
Ｉ
事
業
体
の
協
力
を

得
て
人
気
種
雄
牛
精
液
の
確
保
に
努

め
、
精
液
情
報
及
び
価
格
の
変
更
等
情

報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。販
売
実
績
は
、

一
部
人
気
精
液
の
入
荷
制
限
等
に
よ

り
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
乳
用
牛
　

実
績
８
２
４
４
本
　
計
画
比
95
・
３
％
）

（
肉
用
牛
　
実
績
９
６
５
４
本
　
計
画

比
98
・
５
％
）

　
受
精
卵
は
、
リ
ピ
ー
ト
ブ
リ
ー
ダ
ー

対
策
の
Ｆ
１
受
精
卵
の
供
給
推
進
等

を
行
い
ま
し
た
。（
受
精
卵
　
実
績

２
１
７
３
個
　
計
画
比
１
２
６
・
０
％
）

　
和
牛
遺
伝
資
源
流
失
防
止
対
策
緊
急

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
承
認
の

遅
れ
に
よ
り
販
売
本
数
は
計
画
を
下
回

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
通
常
和
牛
体
内

受
精
卵
の
販
売
が
多
く
あ
り
、
受
精
卵

全
体
で
は
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
登
録
業
務
に
つ
い
て
、
血
統
登
録
証

明
書
は
事
故
の
解
消
等
に
努
め
な
が
ら

自
動
登
録
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、

前
期
牛
群
審
査
の
実
施
や
今
年
度
よ
り

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
利
活
用
に
つ
い
て
推

進
し
ま
し
た
。実
績
件
数
に
つ
い
て
は
、

血
統
登
録
の
個
別
申
込
が
少
な
か
っ
た

こ
と
や
、
牛
群
審
査
頭
数
の
減
、
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
検
査
の
申
請
時
期
の
ズ
レ
に
よ

り
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
牛
群
検
定
事
業
や
後
代
検
定
事
業
の

普
及
支
援
に
努
め
ま
し
た
。
各
検
定
組

合
の
組
合
長
と
事
務
局
を
対
象
に
、
書

面
に
て
各
関
係
情
報
を
提
供
し
、
検
定

員
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
の
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。
36
戸
の
事
業
参
加

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
18
戸
２
６
０
頭
の

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
農
場
ご
と
に
検

査
結
果
を
も
と
に
牛
群
の
傾
向
を
踏
ま

え
、
交
配
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

五
．
診
療
事
業

　
繁
殖
検
診
事
業
に
つ
い
て
、
直
腸

検
査
は
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
検
診
頭

数
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
６
８
２
５
頭
　
計
画
比
１
０
１
・
４
％
）

　
血
液
検
査
は
、
周
産
期
病
予
防
の
た

め
の
検
査
依
頼
が
少
な
く
計
画
を
下
回

り
ま
し
た
。（
29
頭
　
計
画
比
48
・
３
％
）

　
乳
房
炎
防
除
事
業
に
つ
い
て
、
バ
ル

ク
乳
検
査
は
、
計
画
通
り
各
支
所
実
施

し
ま
し
た
が
、
離
農
等
に
よ
る
実
施
戸

数
の
減
に
よ
り
計
画
を
下
回
り
ま
し

た
。（
３
１
９
件
　
計
画
比
97
・
９
％
）

　
個
体
乳
検
査
は
、
バ
ル
ク
乳
検
査
後

の
依
頼
が
少
な
く
計
画
を
下
回
り
ま
し

た
。（
２
１
７
頭
　
計
画
比
77
・
５
％
）

　
分
房
乳
検
査
は
、
依
頼
や
必
要
性
が

少
な
く
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
63

本
　
計
画
比
63
・
０
％
）

　
受
精
卵
移
植
事
業
に
つ
い
て
、
採
卵

は
、
和
牛
は
計
画
通
り
で
し
た
が
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
依
頼
が
少
な
く
計
画
を
下
回

り
ま
し
た
。（
５
頭
　
計
画
比
71
・
４
％
）

　
移
植
は
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
で
の
依
頼

が
多
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
で
の

移
植
が
少
な
く
計
画
を
下
回
り
ま
し

た
。（
１
０
２
頭
　
計
画
比
87
・
２
％
）

　
診
療
・
そ
の
他
に
つ
い
て
、
人
工
授

精
は
、
検
診
時
に
同
期
化
授
精
を
積

極
的
に
実
施
し
た
た
め
、
計
画
を
上

回
り
ま
し
た
。（
３
７
２
頭
　
計
画
比

１
０
３
・
３
％
）

　
診
療
等
は
、
一
般
診
療
の
依
頼
が

多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。（
60
件
　

計
画
比
１
５
０
・
０
％
）

　
証
明
書
発
行
は
、
授
精
証
明
書
の

発
行
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
１
１
７
件
　
１
３
７
・
６
％
）

　
放
牧
場
関
係
は
、
ふ
れ
あ
い
牧
場

の
預
託
希
望
頭
数
が
多
か
っ
た
こ
と

と
、
放
牧
場
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
増

え
た
た
め
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
４
５
８
件
　
１
１
４
・
５
％
）

六
．
牧
場
事
業

　
牧
場
の
飼
養
、
圃
場
管
理
全
般
の
作

業
等
を
㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
―

ト
に
委
託
し
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を

図
り
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
預
託
頭
数
確
保

に
つ
い
て
は
、
預
託
需
要
が
増
え
て

い
る
状
況
の
中
、
計
画
預
託
頭
数
の

確
保
が
出
来
ま
し
た
。（
預
託
延
べ

頭
数
11
万
４
５
６
０
頭
　
計
画
比

１
０
７
・
７
％
）

　
飼
養
管
理
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、

発
育
向
上
に
努
め
、
ま
た
月
２
回
の
定

期
検
診
等
を
行
い
、
平
均
分
娩
月
齢
は

24
・
７
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
飼
料
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状

況
の
中
、
自
給
飼
料
及
び
国
産
飼
料
の

有
効
利
用
を
図
り
ま
し
た
。生
産
物
は
、

収
穫
作
業
の
遅
れ
に
よ
り
計
画
を
下
回

り
ま
し
た
。（
生
産
物
９
９
８
・
９
ｔ
　

計
画
比
66
・
２
％
）

　
ふ
れ
あ
い
牧
場
と
各
放
牧
場
の
一
体

管
理
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
に
つ

い
て
、
小
林
放
牧
場
と
土
上
平
放
牧
場

を
利
用
し
、
効
率
的
な
運
営
を
行
い
ま

し
た
。（
小
林
放
牧
場
50
頭
　
土
上
平

１
１
９
頭
）

七
．
経
営
管
理

　
事
業
管
理
費
は
、
人
件
費
が
職
員
等

減
に
よ
り
計
画
を
下
回
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
活
動
自
粛
等
に
よ
り

旅
費
交
通
費
並
び
に
業
務
費
も
計
画
を

下
回
っ
た
こ
と
か
ら
３
億
４
１
６
４
万
円

（
計
画
比
98
・
９
％
）
の
実
績
で
し
た
。

㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
牧
場
の
運
営
支
援
と
組
合
員
の
自
給

飼
料
生
産
支
援
又
は
、
労
力
の
軽
減
支

援
を
図
る
こ
と
を
事
業
方
針
と
し
、
事

業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
人

的
支
援
に
つ
い
て
は
、
要
望
が
多
く
計

画
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
実
績
に
つ
い
て
は
、
受
託
農
家

の
収
穫
物
が
多
か
っ
た
た
め
収
入
増
で

は
あ
っ
た
が
、
資
材
費
用
増
及
び
農
機

具
費
増
に
よ
り
計
画
を
下
回
る
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　
飼
養
管
理
に
つ
い
て
、
飼
養
管
理
、

衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
発
育
・
繁
殖
向

上
に
努
め
ま
し
た
。
平
均
分
娩
月
齢
は

24
・
７
ヶ
月
齢
と
な
り
ま
し
た
。

　
圃
場
管
理
に
つ
い
て
、
良
質
自
給
飼

料
生
産
に
努
め
収
穫
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
収
穫
量
は
、
収
穫
作
業
の
遅
れ

も
あ
り
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。（
実

績
９
９
８
・
９
ｔ
　
計
画
比
66
・
２
％
）

　
受
託
事
業
に
つ
い
て
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン

等
収
穫
受
託
作
業
の
遅
れ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
実
績
２
７
８
・
７
ha
　
計
画
比
98
・
８
％
）

　
人
的
支
援
に
つ
い
て
、
堆
肥
散
布
、

デ
ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
作
業
等
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
作
業
が
増
え
、
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
。（
実
績
１
３
０
８
・
５
時
間
　

計
画
比
１
６
５
・
６
％
）
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那
須
高
原
支
所

女
性
会
那
須
及
び
黒
磯
支
部
に
よ
る

寄
せ
植
え
、
花
苗
の
配
布

　
10
月
11
日
、
女
性
会
那
須
支
部
（
高

井
佳
子
支
部
長
）
で
は
、
環
境
美
化
活

動
の
一
環
と
し
て
、
寄
せ
植
え
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
計
画
の
た
め
支
部
員

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
寄
せ
植

え
を
行
い
た
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
が

り
ま
し
た
が
、
時
期
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
見
込
み
も

な
く
、開
催
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
支
部
員
の
声
を
も
と
に
、
希

望
さ
れ
る
も
の
を
形
で
お
届
け
し
よ
う

と
決
め
、
寄
せ
植
え
の
配
布
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
寄
せ
植
え
は
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
㈱
大
正
堂
に
依
頼
し
、
数
は

多
い
も
の
の
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
シ
ク
ラ
メ
ン
を
中
心
に
色

と
り
ど
り
の
花
が
植
え
ら
れ
、
玄
関
先

で
も
牛
舎
の
入
り
口
で
も
映
え
る
も
の
を

ご
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
支
部
員
の
方
々

は
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
に
は
、
女
性
会
黒
磯
支
部

（
石
塚
美
重
子
支
部
長
）
で
花
苗
及
び

球
根
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
る
事
業
と
し
て
、
パ

ン
ジ
ー
の
花
苗
及
び
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
乳
製
品
消
費
活
動
拡
大
及

び
免
疫
向
上
の
た
め
ヨ
ー
グ
ル
ト
ギ
フ

ト
券
の
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
ジ
ー
は
秋
か
ら
春
ま
で
年
間
の

３
分
の
２
も
の
長
い
間
、
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
花
の
少
な
い
季
節
で
の
花
壇
や

鉢
植
え
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
来

春
に
は
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
全
国
的
に
70
％
超

え
、
感
染
者
数
も
減
少
し
て
き
ま
し
た

が
、
第
６
波
を
懸
念
し
、
ま
だ
活
動
は

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
。
少
し
で
も
早
い
終
息
を
祈
り
、

ま
た
元
気
に
支
部
員
同
士
で
楽
し
く
活

気
あ
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

県
南
支
所

花
の
苗
配
布
　（
支
所
協
議
会
）

業
務
部

●
乳
牛
展
示
販
売
会
開
催
さ
れ
る

　
10
月
26
日
に
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
ま
す
令
和
3
年
度
第
１
回
目
の
酪
農

と
ち
ぎ
乳
牛
展
示
販
売
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
夜
か
ら
降
り

続
い
た
雨
が
ち
ょ
う
ど
降
り
止
み
青
空

が
の
ぞ
い
た
中
、
本
年
も
組
合
員
の
皆

様
が
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
て
た
自
慢
の

初
妊
牛
が
、34
頭
出
品
さ
れ
、販
売
会
々

場
は
購
買
希
望
者
・
当
日
飛
び
入
り
参

加
者
・
出
品
者
で
大
賑
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。

　
出
品
牛
の
確
認
後
、
一
頭
ず
つ
希
望

牛
の
前
に
て
挙
手
を
し
て
い
た
だ
い
て

販
売
を
進
め
た
結
果
、
31
頭
が
売
買
成

立
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
一
頭
の
牛

に
複
数
の
希
望
者
が
殺
到
し
、
抽
選
く

じ
で
当
た
り
を
決
め
る
よ
う
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
結
果
は
別
表
の
通
り
と
な
り

ま
す
。
酪
農
と
ち
ぎ

で
は
今
後
も
地
域
の

生
産
基
盤
維
持
に
向

け
た
取
組
の
一
つ
と
し

て
、
乳
牛
展
示
販
売

会
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
第
２

回
目
の
乳
牛
展
示
販

売
会
は
、
令
和
４
年

２
月
に
予
定
を
し
て

い
ま
す
。

　
購
入
希
望
・
販
売

希
望
ど
ち
ら
の
方
も

大
歓
迎
で
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
乳
牛
展
示

販
売
会
に
ご
縁
の
な

か
っ
た
組
合
員
の
皆

様
も
、
是
非
ご
検
討

い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
11
月
11
日
、
支
所
事
業
に
お
け
る
環

境
美
化
の
一
環
と
し
て
、
花
の
苗
（
パ

ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
）お
よ
び
プ
ラ
ン
タ
ー

を
配
布
し
ま
し
た
。

　
例
年
は
、
２
地
域
酪
農
組
合
合
同
研

修
会
と
同
日
に
配
布
し
て
い
ま
し
た 

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
研
修
会
の

延
期
に
よ
り
、
青
年
部
員
の
方
々
に
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
管
内
組
合
員
へ
配

布
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
配
布
に
協
力
頂
い
た
青
年
部
役

員
を
は
じ
め
、
部
員
の
方
々
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

結果表
第１回（10 ／ 26 開催 )	 （円・税込）

出場頭数 成立頭数 最高額 最低額 平均価格

34 31 640,000 480,000 562,903

新型コロナウイルス感染症終息の願いを込めて

▃
▄
▅
▆
▅
▄
▃
▄
▅
▆
▅
▄
▃
▄
▅
▆
▅
▄
▃
▄
▅
▆
▅
▄
▃
▄
▅
▆
▅
▄
▃
▄
▅
▆
▅
▄
▃
▄
▅
▆
▅
▄

春まで楽しめるパンジー・ビオラを配布
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酪
と
ち
指
定
配
合
飼
料

『
酪
と
ち
ク
ラ
ウ
ン
76
』 

新
発
売

た
。
低
価
格
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
も

充
実
し
安
心
し
て
使
用
し
て
頂
け
る
配

合
飼
料
作
成
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
考
え
た

も
の
で
す
。

　
本
製
品
の
特
徴

と
し
ま
し
て
、
サ

イ
レ
ー
ジ
の
溶
解

性
蛋
白
を
無
駄
な

く
利
用
で
き
る
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ

イ
プ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
だ
わ

り
と
し
ま
し
て
、

フ
レ
ー
ク
割
合
を

抑
え
、
そ
の
分
を

ペ
レ
ッ
ト
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り

選
び
食
い
に
よ
る

ア
シ
ド
ー
シ
ス
を

極
力
抑
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
更

に
、実
績
の
あ
る『
酪
と
ち
Ｄ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
配
合
』
と
ペ
レ
ッ
ト
を
共
通
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
使
用
で
き
る

内
容
で
更
に
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
売
に
至
る
ま
で
に
、
10
月
か
ら
４
件

の
組
合
員
（
酪
と
ち
グ
ラ
ス
76
、
酪
と

ち
ベ
ー
ス
75
使
用
）
に
試
験
給
与
を
お

願
い
し
、
成
績
を
確
認
し
ま
し
た
。
試

験
協
力
組
合
員
に
お
い
て
は
、
切
換
え

時
に
既
存
の
配
合
飼
料
と
混
ぜ
な
が
ら

給
与
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

給
与
メ
ニ
ュ
ー
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

既
存
の
配
合
飼
料
と
の
置
き
換
え
を

行
っ
た
程
度
で
す
。
嗜
好
性
も
良
く
、

変
更
前
に
比
べ
乳
成
分
、
乳
量
、
糞
の

状
態
と
も
良
好
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
内
容
充
実
で
、
コ
ス
ト
低
減
と
安
心

し
て
給
与
で
き
る
配
合
飼
料
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
の
で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

削
減
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
給
与
相
談
や
切
換

え
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
関
し
て
も
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
各
支
所
業
務
推
進
課

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
こ
の
た
び
新
配
合
飼
料
と
し
ま
し

て
、
酪
と
ち
指
定
配
『
酪
と
ち
ク
ラ
ウ

ン
76
』
を
発
売
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
配
合
飼
料
は
、
配
合
飼
料
充

実
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
お
い
て
、

昨
年
度
よ
り
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰
を

見
据
え
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
た
配
合
飼
料
開
発
に
取
り
組
み
ま
し

購
買
企
画
課
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　那須高原　　　 　宇都宮　　　 　県　南　　　 　令和３年度　　　 　令和２年度

４月　５月　６月　７月　８月　９月　10月　11月　12月　１月　２月　３月

23

22

21

20

19

18

17

16

15

万個／㎖  体細胞数の推移

生
乳
受
託
課

　
令
和
３
年
10
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
２
万
１
０
５
５
ｔ
（
前

年
比
１
０
８
・
６
％
）
と
な
り
ま
し

た
。
各
支
所
の
受
入
乳
量
は
、
那

須
高
原
支
所
１
万
４
５
２
４
ｔ
（
前

年
比
１
１
３
・
０
％
）、
宇
都
宮
支
所

２
３
８
１
ｔ
（
同
99
・
５
％
）、
県
南

支
所
４
１
５
１
ｔ
（
同
１
０
０
・
２
％
）

と
な
り
、
出
荷
者
数
は
前
年
同
月
よ
り

21
戸
減
の
３
５
４
戸
（
内
、
学
校
１
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
85
％
（
前
年
差
＋
０
・
04
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
87
％
（
同
＋

０
・
02
％
）
と
乳
成
分
は
上
が
り
、
体

細
胞
数
に
つ
い
て
も
19
・
35
万
と
前
年

よ
り
約
１
万
低
下
し
改
善
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
10
月
の
総
受
託

乳
量
は
８
万
５
５
０
１
ｔ
（
前
年
比

１
０
２
・
８
％
）
と
な
り
、
９
ヶ
月
連
続

し
前
年
を
上
回
る
状
況
で
す
。
用
途
別

販
売
数
量
を
見
る
と
、
学
校
を
除
く
飲

用
向
け
は
前
年
比
１
０
４
・
８
％
と
前

年
を
上
回
り
ま
し
た
。
学
校
向
け
は
学

校
行
事
が
な
く
な
り
給
食
日
数
が
増
加

し
た
昨
年
の
反
動
で
91
・
９
％
に
留
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時
的
な
業
務
用

需
要
回
復
の
兆
し
は
あ
っ
た
も
の
の
、

低
水
準
で
の
業
務
用
需
要
が
続
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
脱
粉
・
バ
タ
ー
等
向

け
が
前
年
を
大
き
く
超
過
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
生
産
量
は
１
０
２
・
６
％
と

24
ヶ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
北
海
道
が
前
年
比
１
０
３
・
６
％

と
32
ヶ
月
連
続
で
上
回
り
、
都
府
県
も

１
０
１
・
３
％
と
３
ヶ
月
連
続
で
前
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

　
な
お
、令
和
３
年
10
月
度
の
生
産
量
・

乳
質
、
及
び
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別

販
売
数
量
は
別
表
の
通
り
で
す
。

令和３年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 10 月期実績 前年同期実績 前年比 10月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 67,824,975 66,348,753 102.2 468,386,080 456,187,059 102.7

（うち学校を除く飲用） 55,569,471 53,007,133 104.8 403,061,879 403,055,561 100.0

（うち学校向け） 12,255,504 13,341,620 91.9 65,324,201 53,131,498 122.9

は っ 酵 乳 向 け 12,196,242 12,233,330 99.7 87,024,932 89,310,633 97.4

脱粉・バター等向け 4,294,202 3,360,772 127.8 49,444,945 41,988,174 117.8

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生クリーム等向け 1,081,521 1,151,860 93.9 7,245,593 7,863,040 92.1

チ ー ズ 向 け 103,795 82,685 125.5 657,261 454,245 144.7

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 85,500,735 83,177,400 102.8 612,758,811 595,803,151 102.8

脱粉・バター等向け比率 5.02 4.04 － 8.07 7.05 －

４月　５月　６月　７月　８月　９月　10月　11月　12月　１月　２月　３月

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

トン  乳量の推移
23,000

22,000

21,000

20,000

19,000

18,000

17,000

16,000

15,000４月　５月　６月　７月　８月　９月　10月　11月　12月　１月　２月　３月

4.00

3.95

3.90

3.85

3.80

3.75

3.70

3.65

％  脂肪率の推移

４月　５月　６月　７月　８月　９月　10月　11月　12月　１月　２月　３月

8.95

8.90

8.85

8.80

8.75

8.70

8.65

％  無脂乳固形分の推移
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７
月
度
理
事
会
（
７
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣�

　
賃
上
げ
及
び
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

㈤
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈥
　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈦
　
乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

㈧�

　
子
会
社
の
第
１
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

㈨
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠�

　
６
月
度
及
び
第
１
四
半
期
事
業

実
績
に
つ
い
て

㈡
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

㈢�

　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て
（
追
認
）

㈣�

　
第
20
回
通
常
総
会
質
問
・
意
見
要

望
書
に
対
す
る
回
答
（
案
）
に
つ
い
て

８
月
度
理
事
会
（
８
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣�

　
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
記
帳
・
記
録
状
況
に
つ
い
て

㈤
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
７
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡�

　
乳
製
品
過
剰
在
庫
支
援
（
追
認
）

に
つ
い
て

㈢
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

９
月
度
理
事
会
（
９
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

㈤�

　
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物

損
害
賠
償
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
８
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

10
月
度
理
事
会
（
10
月
26
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈥�

　
子
会
社
の
上
半
期
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

㈧�
　
東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物

損
害
賠
償
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠�

　
９
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

㈡
　
就
業
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て

㈢
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
追
認
）

令
和
３
年
度
下
期
支
所
事
業

那
須
高
原
支
所

　
10
月
19
日
に
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
斎
藤
章
会
長
）
に
係
る
４
地
域
酪
農

組
合
長
会
議
を
開
催
し
、
下
期
事
業
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

【
実
施
事
業
】

〇
11
月
19
～
12
月
１
日
（
７
日
間
）

　 

・
第
２
回
牛
舎
環
境
調
査

〇
12
月
20
日
（
予
定
）

　
支
所
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

　
・
酪
農
情
勢
に
つ
い
て

【
１
月
に
最
終
判
断
予
定
事
業
】

〇
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
２
月
実
施
予
定
）

 

宇
都
宮
支
所

　
11
月
22
日
に
支
所
活
動
推
進
協
議
会
役
員

会
（
木
村
康
彦
会
長
）
が
開
催
さ
れ
、
下
期

活
動
推
進
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

【
実
施
事
業
】

〇
10
月
28
日
　
花
苗
の
配
布
（
報
告
）

 

・  

苗
：

ビ
オ
ラ
、球
根

：

ク
ロ
ッ
カ
ス
・

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ガ
ー
デ
ン
ヒ
ヤ

シ
ン
ス
　
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て

〇
12
月
６
～
８
日
（
３
日
間
）

 

・
牛
舎
環
境
調
査
巡
回

〇
１
月
（
予
定
）

 

・  

支
所
協
議
会
及
び
地
域
酪
農
組
合

合
同
新
春
懇
談
会

　『
今
後
の
生
乳
需
給
状
況
に
つ
い
て
（
仮
）』

【
中
止
事
業
】

〇 

支
所
全
体
研
修
会
（
例
年
年
内
開
催
予
定
）

 

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

県
南
支
所

　
10
月
15
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会
役
員

会
（
羽
石
智
昭
会
長
）
を
開
催
し
て
、
今
年

度
下
期
事
業
に
つ
い
て
協
議
を
致
し
ま
し
た
。

【
実
施
事
業
】

〇
11
月
11
日
　
花
の
苗
配
布

〇
２
月
　
支
所
全
体
研
修
会
（
予
定
）

 

・  

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
で
開
催
は
判

断
す
る

〇
３
月
上
旬
　
確
定
申
告
相
談
会

 

・  

指
導

：

組
合
顧
問
税
理
士

齋
藤
譲
一
氏

〇
年
度
内
随
時
　
青
色
申
告
学
習
会

 
・  
指
導

：

組
合
員
の
根
本
壽
一
氏
及

び
大
阿
久
善
之
氏

【
中
止
事
業
】

〇 

３
月
　
支
所
全
体
交
流
会
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

　
以
上
、
各
組
織
に
よ
り
事
業
運
営
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

10 月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
根 室 10月４日 379 315 83.1% 632 39 30 624
釧 路 10月５日 362 286 79.0% 559 6 6 844
十 勝 10月６日 597 495 82.9% 652 76 62 916
北 見 10月20日 417 309 74.1% 553 14 10 713
十 勝 10月21日 595 516 86.7% 622 98 85 788
豊 富 10月22日 427 360 84.3% 553 9 6 620
根 室 10月28日 381 319 83.7% 604 35 32 800
合 計 3,158 2,600 82.3% 596 277 231 758
前 月 2,750 2,273 82.7% 617 174 144 831
前年同月 2,642 2,435 92.2% 740 220 207 882

　初妊牛の今後の動向は 2 月～３月上旬分娩が中心となります。８月から 10 月までの北海道
各市場では、規模拡大・増頭需要がひと段落した状況と、資源頭数が潤沢な状態が続いたため、
価格は下落基調となりました。今後も状況自体は大きな変化がないものと思われますが、春産
みの初妊牛が上場するシーズンが始まってくる頃に合わせて、需要も回復傾向を取ることが想
定されるため、今後の相場は概ねやや弱含み～もちあいで推移するものと思われます。導入を
希望される方は腹条件、分娩月をご検討の上でのお申し込みをよろしくお願い申し上げます。

10 月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 出場
頭数

成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
10
／
30
）

那
　
　
須

F １雄 169 169 64 347,600 550 171,459 ▲ 1,780

F １雌 140 140 63 275,000 27,500 153,953 11,970

ホルス雄 155 152 65 160,600 4,400 111,839 22,842

　今回の初生牛相場は前回から比較して、Ｆ１雄はやや弱含み、Ｆ１雌・ホル
ス雄は強含みで推移しています。Ｆ１雄の相場動向を見ますと、前回比では 22
千円のプラスとなっているものの、７月から比較すると約100千円のマイナス（７
月平均価格 273 千円）となりました。例年冬から春先にかけて価格は下降傾向
を取ることが多く、今後はもちあい～やや弱含みで推移するものと思われます。
引き続き経済状況、コロナウイルスの感染状況・緊急事態宣言等の外的要因で
予測不能な動きをする可能性もありますので、注視していく必要があります。


